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惟
ふ
に
吾
國
淨
土
文

化
の
蔚
興
・こ
共
に
、
選
擇
傳
弘
の
大
士
九
る
譽
を
荷

ふ
べ
き
も
の
は
、
正
に
菩
が

三
組
記
主
禪
師
然
公
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
然
公
學
問
の
博
大
、
光
顯
の
摯
實
、
願
行
の
深
重
、
歡
化
の
普
及
は
少
く
指
を
宗
學
に
染

め
ん
も
の

髢
齊
し
く
知
る
所
、
そ
の
顯

密
に
博
渉

し
教
禪
に
貫
練
し
、
殊
に
二
組
大
紹
正
宗
國
師
の
附
法
-こ
し
て
宗
脈

三
代
の
法
統
を
嗣
ぐ

や
、
主

一
無
適
、
宗
風
顯
彰
の
外
何
物

を
も
顧
み
す
、
自
行
に
は
六
萬
の
日
課
を
修
し
、
化
他
に
は
五
十
年
の
講
諡
、
五
十
餘
軸
の
述
作
、
加
ふ
る
に
四
來
の
俊
秀
山
門
常
に
市
を

な
し
、
逹

識
の
才
、
宏
博

の
士
濟
々
・こ
し
て
桃
紅
李
日
互
に
芳
を
競
ふ
の
盛
觀
は
實
に
超
倫
の
塵
徳
を
有
す
る
大
士
に
あ
ら
す
ん
ば
得
て
企

及
す
べ
か
ら
ざ
る
所
、
緇
素

麟
敬
渇
仰
せ
ざ
る
な
く
、
後
年
記
主
禪
師
」二
追
謚
せ
ら
る

㌧
所
以
の
も
の
、
蓋
し
偶
然
で
な
い
。
忍
澂
上
人
の

・

言
に然

師
諱

.良
忠
、
姓
ハ
藤
氏
、
石
州
,人
也
。
慧
解
天
縱
。.博
逹
強
記
广
"。
始
.
學
⊃
顯
密
弓
絡
。
歸
畝淨
土

一。
曾

師

二享
辨
公

一也
二
年
而
蠱
.傳
二

水
器

一而
歸
矣
。
持
名
・之
餘
以
二著
逋
'爲
陪
任
、
。
故
・諞報
夢
.
筆
作
五
十
餘
卷
直
チ
。規
二
.濫
吹
.之
罪
弓悉
.剪
計
墓
蕪
之
藪
弓
天
下

一
..定
マ
.。
若

微
旗
斯
,師

一淨
土

.之
教
殆
,
弗
二昭
昭
咳
。其
功
可
レ謂
盛

,リ
.矣
。

-こ
。
こ
の
讃
評
固
よ
り
謚
言
で
な
い
。

五nが
宗

は
、
昭
和
十

二
年
三
月
、
記
主
禪
師
の
六
百
五
十
年
の
大
還
忌
を
嚴
修
せ
ん
、こ
し
て
ゐ
る
。
瑞
峰
華
頂
の
翠

光
濃

か
な
る
頃
、
仰

い
で
記

主
傳
弘
の
恩
を
念
じ
以
て
宗
光
闡
揚
の
九
め
に
志
勇
精
進
、
常
行
法
施
の
志
願
を
成
講
す
る
の
日
も
今
や
三
年

の
後
に
逼
り
つ
㌧
あ

る
。
茲

に
六
百
五
十
年

の
遠
忌
を
邀

へ
ん
こ
し
て
、仰
い
で
師
恩
を
念
す
る
・こ
き
、身
を
碎

い
て
も
之
に
報
す
る
覺
悟
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。



六
百
五
十
年

忌
は
斯
く
の
如
く
に
し
て
意

義
極
め
て
深
長
で
あ
る
。
此
意
義
を
顯
彰
し
て
、
宗
學
の
電
嚴

を
發
揮
せ
ん
が
た
め
に
、
佛
專
文

書
部
の
當
事
者
は
、

再
三
審
議
、
以
て

「
記
主
禪
師
特
輯
號
」
の
發
刊
を
企
圖
す
る
に
至
つ
た
。
し
か
も
そ
の
名
實
相
副
は
ざ
る
は
寄
稿
家

各
位
の
雄
篇

を
満
載

す
る
の
餘
力
な
き
の
致
す
所
、希
く
ば
有
心
の
君
子
、憐
察
-こ
高
助
を
鱠
り
て
吾
が
部
を
し
て
雄
飛
の
幸
あ
ら
し
め
よ
。

倚
ほ
茲
に
特
記
し

て
置
き
た
い
こ
ーこ
は
、
先
年
來
吾
が
佛
教
專
門
學
校
教
授
各
位
が
金
澤
文
庫

に
於
け
る
淨
土
教

關
係
の
文
獻
探
閲
ε
そ

の
臉
究

で
あ
る
。
吾
等
は
石
橋

・
小
西

・
千
葉

・
塚
本

・
惠
谷
等
の
各
學
匠
が
志
願
倦
む
こ
、こ
な
く
こ
の
勝
業
を
成
滿
し
て
宗
風
顯
彰
に
資

せ
ん
ε
す
る
の
深
き

に
隨
喜
渇
仰
し
つ
㌧
あ
る
。
そ
の
篤
志
唯
感
銘
を
釜
す
の
み
。

然

る
に
惠
谷
隆
戒

君
は
篤
學
捲
ま
す
、
精
進
息
ま
す
、
孜

々
兀
々
、こ
し
て
そ
の
研
究
の
結
果
を
吾
が
文
書
部
の
た
め
に
寄
せ
來
つ
た
。
但

だ
憾
む

ら
く
は
そ

の
雄
篇

『
然
阿
良
忠
上
人
傳

の
研
究
』
を
こ
の

「
記
主
禪
師
特
輯
號
」
に
羯
載
す
る
の
資
儲
な
き

こ
ご
だ
。
幸
に
同
君
は

近

く
金
澤
文
庫
淨

土
宗
典
研
究
第
二
輯

「
然
阿
良
忠
上
入
罅

の
研
究
」
,こ
し
て
別
に
世
に
問
ふ
ーこ
云
ふ
。
内
容
は
親
し
く
三
祗
然
阿
上
人
の

講
席
に
侍
し
た
良
聖

の
速
記
録
部
ち

『
論
註
聞
書
』
・
『
玄
義
分
聞
書
』
・
『
定
善
義
聞
書
』
・
『
往
生
禮
讃
聞
書
」
・
『
群
疑
論
聞
書
』
等
の
新
資

料
ざ
史
跡
踏
奪

こ
に
依
り
て
然
阿
良
忠
上
人
の
傳
を
書
き
直
し
た
・こ
い
ふ
か
ら
、
新
學
に
取
り
て
は
鮮
か
ら
ざ
る
功
徳
で
あ
る
。
首
を
延
し

て
そ
の
書
の
出
づ
、る
を
待

つ
。

終
り
に
本
號
は

吾
が
佛
教
專
門
學
校
教
授
各
位
並
に
蘭
係
者
諸
彦
の
後
援
及
び
文
書
部
理
事
諸
君
の
努
力
に
よ
り
て
、
茲
に
刊
行
の
擧
を

見
る
に
及
ぶ
。
記

し
て
以
て
甚
深
の
謝
意
を
表
す
「こ
云
爾
。
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